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第32回
二
中
地
区
文
化
祭

館
長
　
矢
口
　
　
昭

11
月
18
日
か
ら
25
日
の
８
日
間
に
わ
た

り
「
第
32
回
二
中
地
区
文
化
祭
」
が
、
好

天
に
も
恵
ま
れ
、
多
数
の
皆
様
に
ご
来
場

を
い
た
だ
き
、
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

18
日
か
ら
の
文
化
芸
術
展
は
、
小
・
中

学
校
か
ら
選
ば
れ
た
作
品
や
、
同
好
会
や

一
般
の
方
々
の
力
作
を
出
品
し
て
い
た
だ

き
、
会
場
を
訪
れ
た
方
に
も
大
変
好
評
で

し
た
。

最
終
日
の
芸
能
大
会
は
、
小
・
中
学
生

の
合
奏
や
合
唱
で
盛
り
上
が
り
、
一
般
の

参
加
者
や
同
好
会
の
皆
様
が
、
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
さ
れ
た
も
の
で

し
た
。

館
外
の
模
擬
店
で
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク

ラ
ブ
を
は
じ
め
、
市
民
委
員
会
や
各
団
体

が
工
夫
を
凝
ら
し
た
販
売
等
を
行
い
、
農

産
物
展
示
即
売
は
、
朝
早
く
か
ら
行
列
が

で
き
て
、
今
年
も
大
盛
況
で
し
た
。

準
備
か
ら
当
日
ま
で
ご
協
力
く
だ
さ
っ

た
、
市
民
委
員
会
や
同
好
会
の
皆
様
、
農

産
物
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
農
家
組
合

の
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
二
中
地
区
文
化
祭
を
終
え
て
」

受
賞
に
よ
せ
て館

長
　
矢
口
　
　
昭

今
年
度
の｢

花
と
緑
の
環
境
美
化
コ
ン

ク
ー
ル｣

中
央
審
査
に
お
き
ま
し
て
、
本

市
民
委
員
会
環
境
部
が
県
教
育
長
賞
に
選

ば
れ
、
12
月
６
日
、
水
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

で
の
表
彰
式
に
出
席
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。本

公
民
館
を
花
で
飾
り
、
多
く
の
方
々

に
来
館
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

環
境
部
の
皆
様
が
、
花
の
苗
植
え
を
は

じ
め
、
環
境
整
備
の
た
め
の
活
動
に
献
身

的
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
こ
と
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

花
と
緑
の
環
境
美
化
コ
ン
ク
ー
ル
県
大
会
２
位

花
と
緑
の
環
境
美
化
コ
ン
ク
ー
ル
県
大
会
２
位祝祝 第46回花と緑の環境美化コンクール（茨城県）

茨城県教育委員会教育長賞

第46回花と緑の環境美化コンクール（茨城県）

茨城県教育委員会教育長賞
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二
中
地
区
文
化
祭
で
は
緊
張
し
た
け
れ

ど
、
私
た
ち
の
思
い
が
そ
れ
ぞ
れ
の
届
け
た

い
人
に
伝
わ
っ
た
と
思
う
と
、
練
習
の
と
き

ぶ
つ
か
り
合
っ
た
こ
と
や
悩
ん
だ
こ
と
も
含

め
全
て
が
最
高
の
思
い
出
に
な
っ
た
と
感
じ

ま
し
た
。
何
よ
り
優
秀
賞
に
導
い
て
く
れ

た
担
任
の
先
生
の
前
で
も
う
一
度
歌
え
た
こ

と
が
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
最
高
の
仲

間
と
と
も
に
、
地
域
の
方
々
に
歌
を
届
け

ら
れ
た
こ
の
経
験
を
生
か
し
、
よ
り
笑
顔

あ
ふ
れ
る
ク
ラ
ス
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
「
花
み
ず
き
」
は
結

成
７
年
と
な
り
今
年
も
文
化
祭
に
出
演
、

日
頃
の
レ
ッ
ス
ン
の
成
果
を
発
表
致
し
ま

し
た
。
曲
は
中
村
美
律
子
さ
ん
の
「
保
津

川
恋
唄
」、
天
童
よ
し
み
さ
ん
の
「
き
ず
な

橋
」
で
し
た
が
会
員
皆
さ
ん
の
歌
声
は
い

か
が
で
し
た
か
。
講
師
は
遠
藤
友
紀
雄
先

生
に
お
願
い
し
、
月
に
２
回
、
第
１
・
第

３
木
曜
日
の
午
後
１
時
か
ら
ご
指
導
頂
い

て
居
り
ま
す
。「
花
み
ず
き
」
に
入
会
し
て

良
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
笑
顔
と

新
し
い
曲
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

こ
れ
か
ら
も
歌
う
事
を
楽
し
ん
で
続
け
た

い
と
会
員
一
同
頑
張
り
ま
す
。

歌
の
好
き
な
方
、
一
度
見
学
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
居
り
ま
す
。

ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
と
聞
い
て
も
良
く

わ
か
ら
な
い
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
認

知
度
は
あ
ま
り
高
く
な
い
の
で
す
が
高
齢

者
の
転
倒
予
防
、
認
知
機
能
向
上
、
体
力

ア
ッ
プ
等
そ
の
効
果
は
素
晴
ら
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
運
動
か
知
っ
て
も
ら
う
た

め
文
化
祭
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
由
利
先
生
が
ス
ク
エ

ア
ス
テ
ッ
プ
に
つ
い
て
説
明
し
た
後
、
同

好
会
の
会
員
が
初
歩
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
、

そ
の
後
来
場
者
の
方
に
も
入
っ
て
も
ら
い

一
緒
に
体
験
し
ま
し
た
。

短
時
間
で
よ
く
理
解
で
き
な
か
っ
た
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
同
好
会
は
第
２
、
第

４
日
曜
日
10
時
か
ら
で
す
。
見
学
、
体
験

い
つ
で
も
ど
う
ぞ
！

◆
木
田
余
東

　

鳥
羽　

圭
一　
　

渡
部　

芳
浩

　

鈴
木
や
す
子　
　

酒
井　

義
雄

　

松
浦　

裕
之　
　

松
浦　
　

晃

　

松
浦　

将
夫　
　

鳥
羽　

博
司

　

羽
成　
　

勇　
　

岩
瀬
あ
さ
子

　

羽
成
ふ
さ
子　
　

羽
成　

順
子

　

殿
岡　

一
男　
　

坂
井　
　

昇

　

松
浦　

春
夫　
　

吉
田　

信
茂

◆
木
田
余
沖

　

小
野　

俊
之　
　

遠
藤　
　

繁

　

天
谷　

了
子　
　

小
野　

丹
生

　

髙
原　
　

厚　
　

山
口　

貴
士

農
産
物
提
供
者

※
順
不
同　
敬
称
略

二
中
地
区
文
化
祭
に
参
加
し
て

　
土
浦
二
中
合
唱

土
浦
二
中　
七
年　
鶴
田　
真
優

ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ

岡
村　
い
く
子

花
み
ず
き
（
カ
ラ
オ
ケ
）鈴

木　
任
子
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小
野　

昭
夫　
　

酒
井　

成
良

　

小
野　

武
司　
　

小
野　

和
子

　

高
原　

芳
夫　
　

藤
崎　

孝
一

　

小
野　

一
男　
　

黒
田　

茂
夫

◆
木
田
余
西

　

小
野　

忠
一　
　

川
島　

一
男

　

久
松　

正
人　
　

山
口　

敏
夫

　

小
林　
　

徹　
　

藤
﨑　

武
男

　

小
野　

俊
雄　
　

吉
田　

隆
行

　

野
口　

憲
一

◆
木
田
余
中

　

山
本　
　

衛　
　

山
本　

悦
子

　

松
浦　

和
義　
　

岩
瀬　
　

敏

　

山
本　

徹
夫　
　

小
島　

安
雄

　

野
口　

辰
夫　
　

久
松　

良
次

　

久
松　

武
治

◆
西
真
鍋

　

羽
方　

文
彌　
　

岩
浪　

英
一

　

松
岡　
　

勇　
　

塙　
　

一
男

　

岩
浪　

信
一　
　

栁
澤　

朝
子

　

塚
本　
　

進　
　

須
藤　

恵
一

　

軽
部　

信
二

◆
東
真
鍋

　

海
老
原
一
郎

◆
殿
里
東

　

菊
田　

忠
良　
　

菊
田　

泰
弘

　

吉
田　
　

進　
　

菊
田　
　

明

◆
殿
里
西

　

岡
田　

寿
夫　
　

岡
田　

文
男

　

岡
田　

孝
雄

真鍋小学校　金管バンド悠遊庵さんぽみち　スウェーデン刺繍

美重の会　民謡「津軽あいや節」

チャレンジクラブ　模擬店体験

和功会　太極拳

木田余資源保全会（試食）
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平成30年度市民委員会専門部事業報告
主な担当事項 実施月日 事業内容

福祉部
地域福祉への参加協力
ふれあいネットワークへの参加協力

８月 31 日 窓愛園の夏祭りへの参加協力　10 名
１月 19 日 福祉映画鑑賞会　「毎日かあさん」
２月予定 福祉に関する講座　（社協真鍋支部と合同で）

　この１年間の活動で感じた事は皆さんが大変協力的で、住む町内は違ってい
ても和やかな雰囲気で各行事に取り組む事ができました。これからも、この地
域を愛し、地域に少しでも貢献することができるよう活動していきたいと思い
ます。

安全部
交通安全思想の啓発
防災防犯活動の推進

毎月第２火曜日 防犯パトロール　
４月７日 「真鍋の桜を楽しむ集い」　参加協力

２月中旬予定 AED 講習会
　安全部は、毎月第２火曜日に真鍋新町、真鍋一丁目と三丁目方面の大型店舗
付近をパトロールしています。「ご苦労様です」との励ましの言葉をもらい頑張っ
ています。「真鍋の桜を楽しむ集い」では、ＮＨＫの放映等もあり遠方からの人
達も多いので、車の誘導なども丁寧に行いました。しかし、桜の木の老化が目
立つのは寂しいものがあります。　

スポーツ健康部
各種スポーツレクリエーション活動
健康づくり 健康教室

8 月５日 なでしこラジオ体操　参加協力
10 月７日 二中地区市民体育祭　参加協力
11 月２日 バスハイキング　「国営ひたち海浜公園」
２月予定 歩く会　参加協力

　バスハイキングは「ひたち海浜公園」で、天気も良く園内でまずラジオ体操。
みはらしの丘のコキアがすばらしく、また海も美しく見えました。そして、約
２時間の自由散策。その後、魚市場で魚介類など沢山買い求め、昼食はゆっく
りと「潮騒の湯」で海の幸を満喫し、温泉で休憩し、公民館に５時帰着。楽し
い一日を過ごすことができました。文化祭での煮イカ、甘酒も好評にて無事終
了することができました。

環境部
ゴミの減量化資源化運動
環境美化　水質浄化運動
花いっぱい運動

６月２日 花いっぱい運動、グリーンカーテン運動
随時 環境マップの作成

10 月 13 日 土浦市環境展参加協力（環境マップ出展）
12 月１日 ポイ捨て防止看板作成・設置

　「花いっぱい運動」は花の定植から始まります。大勢の皆様のご協力を頂き、「最
優秀賞」受賞、引き続き、市の推薦による「花と緑の環境美化コンクール」に
於いて、「茨城県教育委員会教育長賞」受賞となりました。また、土浦市環境展
が世界湖沼会議と併せ実施され、３名が参加協力しました。環境保全としては
ポイ捨て防止看板の作成・設置で、住み良いまちづくりに貢献しています。

青少年育成部
非行防止キャンペーン
地域と学校との連携強化
親子教室　講演会　など

年 10 回 チャレンジクラブ事業
７月、11 月 県市主催「あいさつ・声かけ運動」参加
８月 27 日 地域パトロール（鹿島神社例大祭時）
12 月 11 日 視察研修　文楽鑑賞教室（文化広報部と合同で）

　７月と 11 月に１回ずつ土浦駅前にて通学及び通勤の方々に朝７時より８時半
まで行われた「あいさつ・声かけ運動」に参加しました。文楽鑑賞教室には５
人が参加しました。

文化広報部
広報紙発行
文化講演会の開催
公民館講座への参加推進

９月１日 広報紙「やすらぎ」47 号発行
12 月 11 日 視察研修　文楽鑑賞教室（青少年育成部と合同で）

２月１日 広報紙「やすらぎ」48 号発行
　皆様からの寄稿により今年度も無事に「やすらぎ」を発行することができま
した。文楽鑑賞教室には４人が参加しました。（関係記事は６ページに記載）

　※上記以外に下記の事業に参加協力しました。
　　☆二中地区文化祭（11/18 〜 25）　　☆合同視察研修（2/15 予定）　　☆「土浦市まちづくり市民会議」（土浦市）
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絵手紙入門〜絵手紙で年賀状を〜

免疫力を高めよう！腹式呼吸とリンパ流し

棒編みの基本（初心者向け）

七宝焼きのアクセサリー作り

あたなにもできます津軽三味線！

心温まるおもてなし料理

山ガール〜里山をめぐる〜

小筆で開運文字

後
期
公
民
館
講
座

（5）



青
少
年
育
成
部
　
坂
東
　
秋
子

こ
の
冬
は
、
暖
冬
と
安
心
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
や
は
り
き
び
し
い
寒
さ
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
12
月
11
日
は
晴

天
に
も
恵
ま
れ
、
青
少
年
育
成
部
と
文
化

広
報
部
合
同
視
察
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
各
地
区
長
の
皆
様
方
に
も

快
く
ご
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
会
は
「
文
楽
鑑
賞
教
室
」

と
い
う
事
で
、
国
立
劇
場
で
昭
和
44
年
か

ら
開
催
さ
れ
て
い
る
、
人
形
浄
瑠
璃
文
楽

を
は
じ
め
と
す
る
日
本
伝
統
芸
能
の
名
作

に
解
説
が
付
い
て
、
文
楽
の
魅
力
を
存
分

に
味
わ
え
る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

軽
妙
な
踊
り
で
五
穀
豊
穣
・
子
孫
繁
栄

を
表
す
「
団だ

ん

子ご

売う
り

」。
そ
し
て
「
文
楽
の

魅
力
」
に
つ
い
て
解
説
あ
り
。
三
大
名
作

の
ひ
と
つ
で
あ
る
時
代
物
の
傑
作

「
菅
原
伝
授
手
習
鑑か

が
み

」
を
鑑
賞
し
ま

し
た
。
物
語
の
内
容
と
し
て
は
、
恩

を
受
け
た
人
の
た
め
に
我
が
子
を
犠

牲
に
し
た
と
い
う
、
松
王
丸
夫
婦
の

心
の
葛
藤
が
演
じ
ら
れ
、
感
動
を
呼

び
な
が
ら
幕
は
引
か
れ
ま
し
た
。

一
体
の
人
形
を
３
人
で
操
る
も
の

で
、
こ
れ
を
「
三さ

ん

人に
ん

遣づ
か

い
」（
※
）

と

い
う
そ
う
で
す
。
３
人
の
呼
吸
が
合

わ
さ
り
、
顔
・
手
・
足
と
動
き
出
し

た
ら
、
観
て
い
る
私
達
は
こ
こ
で
心

を
奪
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
を

太た

夫ゆ
う

、
三
味
線
が
道
案
内
と
な
り
、

す
ば
ら
し
い
文
楽
の
世
界
が
広
が
っ
て
行

く
の
で
す
。

私
は
、
16
年
前
に
夫
の
故
郷
・
徳
島
で

初
め
て
人
形
浄
瑠
璃
（
阿
波
十
郎
兵
衛
）

を
知
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、
私
の
右
前
方

の
老
夫
婦
が
目
頭
を
押
さ
え
な
が
ら
鑑
賞

す
る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
を
想
い
起

こ
し
な
が
ら
舞
台
を
見
つ
め
て
い
ま
し

た
。文

楽
は
、
静
か
に
人
の
心
に
響
く
も
の

が
あ
り
ま
す
。
是
非
、
沢
山
の
方
々
に
鑑

賞
の
時
間
を
お
勧
め
致
し
ま
す
。

又
、
今
回
研
修
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

ま
し
た
皆
様
方
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

『
文
楽
鑑
賞
教
室
』

国
立
劇
場（
参
加
人
数
18
名
）

文
楽
の
魅
力

文
化
広
報
部
・
青
少
年
育
成
部
視
察
研
修

団子売

PDF版掲載不許可

PDF版掲載不許可

PDF版掲載不許可

菅原伝授手習鑑

※
「
三
人
遣
い
」
と
は
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代 

表田た

之の

室む
ろ　

光み
つ

子こ

当
施
設
は
、
平

成
12
年
に
市
が
介

護
保
険
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
の
に
伴

い
、
要
介
護
者
を

少
し
で
も
減
ら
せ

る
よ
う
に
と
、
全

国
に
先
駆
け
て
つ
く
っ
た
施
設
で
す
。
こ

の
事
業
は
60
歳
以
上
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
て
い
な
い
元
気
な
高
齢
者
が
対
象

で
、平
成
15
年
８
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

利
用
者
が
、
自
主
的
に
活
動
す
る
こ
と

が
基
本
で
す
。
ひ
き
こ
も
り
や
閉
じ
こ
も

り
を
な
く
し
て
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
多

く
の
友
人
と
一
緒
に
、
身
体
を
動
か
し
、

指
を
使
い
、
歌
を
う
た
い
、
脳
ト
レ
を
し

て
、
楽
し
い
日
々
が
送
れ
る
よ
う
に
、
ス

タ
ッ
フ
共
々
力
を
合
わ
せ
て
活
動
し
て
い

ま
す
。最
近
は
、

身
体
を
動
か
す

講
座
を
始
め
た

こ
と
も
あ
り
、

利
用
者
が
大
分

増
え
て
、
一
日

20
数
名
か
ら
30

名
を
超
え
る
日

も
出
て
き
て
い

ま
す
。
講
座
に

参
加
す
る
だ
け
で
は
な
く
、お
茶
飲
み
に
、

ス
タ
ッ
フ
と
お
し
ゃ
べ
り
に
来
る
利
用
者

も
い
ま
す
。

開
所
し
て
15
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
利
用

者
の
年
齢
も
高
く
な
り
、
97
歳
に
な
る
方

は
、
ご
家
族
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
週
１

回
程
度
遊
び
に
き
て
い
ま
す
。

年
間
の
行
事
計
画
に
は
、
バ
ス
旅
行
、

食
事
会
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
も
盛

り
込
ん
で
い
ま
す
。

〔
い
き
い
き
〕
健
康
教
室
は
、「
元
気
に

百
歳
ま
で
！
」
を
合
言
葉
に
要
介
護
に
な

ら
な
い
こ
と
を
目
的
に
し
た
教
室
で
す
。

火
・
水
・
木
・
金
・
土
曜
日
（
不
定
期
）

の
午
前
10
時
ま
た
は
午
後
１
時
30
分
か
ら

行
っ
て
い
ま
す
。

月
10
回
程
度
で
、
毎
回
10
人
前
後
の
方

が
出
席
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
男
性

も
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

内
容
は
、
運
動
（
ス
ト
レ
ッ
チ
や
筋
ト

レ
）
を
中
心
に
、
脳
ト
レ
や
懐
か
し
い
歌

を
う
た
い
な
が
ら
行
う
リ
ズ
ム
体
操
、
健

康
に
関
す
る
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま

す
。
い
ず
れ
も
、
イ
ス
に
座
っ
て
行
う
の

で
、
体
力
に
自
信
の
な
い
方
や
運
動
経
験

の
な
い
方
で
も
、
ど
な
た
で
も
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
体
力
に
自

信
の
あ
る
方
も
体
力
維
持
の
た
め
に
ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
脳
ト
レ
で
は
、
い

つ
も
皆
さ
ん
の
笑
い
声
が
絶
え
ま
せ
ん
。

（
で
き
な
い
と
き
は
、
笑
っ
ち
ゃ
え
！
）

介
護
予
防
の
基
本
は
、「
定
期
的
な
外

出
」
と
「
適
度

な
運
動
」で
す
。

教
室
に
参
加
し

て
体
と
脳
を
動

か
し
、
大
い
に

笑
っ
て
健
康
長

寿
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

平
成
15
年
の
開
所
と
同
時
に
始
ま
っ
た

『
洋
画
鑑
賞
の
会
』（
現
在
は
無
し
）
で
素

敵
な
映
画
を
見
る
度
に
「
英
語
の
台
詞
を

少
し
で
も
理
解
し
た
い
」
と
い
う
人
た
ち

が
集
ま
り
、
英
会
話
の
会
が
発
足
し
ま
し

た
。そ

れ
か
ら
15
年
、
人
の
入
れ
替
わ
り
は

あ
り
ま
し
た
が
、
数
名
の
最
初
か
ら
の
メ

ン
バ
ー
を
中
心
に
最
高
齢
93
歳
の
方
ま
で

７
〜
８
名
が
常
時
励
ん
で
い
ま
す
。

中
学
校
３
年
間
の
英
語
を
身
に
つ
け
て

い
れ
ば
、
世
界
の
ど
こ
に
行
っ
て
も
日
常

英
会
話
に
は
困
ら
な
い
と
い
う
説
を
信
じ

て
基
礎
英
語
の

復
習
に
重
点
を

置
き
、
１
時
間

は
、
一
人
ず
つ

興
味
の
あ
る
話

題
を
英
語
で
話

し
、
質
疑
応
答

を
し
、
あ
と
の

１
時
間
は
、

色
々
な
教
材
を
使
っ
て
勉
強
し
て
い
ま

す
。
時
に
は
日
本
語
を
交
え
な
が
ら
も
、

お
互
い
に
歳
を
重
ね
て
蓄
積
し
て
き
た
知

識
、
経
験
を
披
露
し
な
が
ら
、
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
少
し
で
も
上
達
す
る

こ
と
を
目
標
に
努
力
し
、
和
気
あ
い
あ
い

と
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

※
実
施
日
：
原
則　

第
２
・
第
３
月
曜
日

　
　
　
　
　
　
　

10
時
～
12
時

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す

︱
ス
タ
ッ
フ
一
同
︱

利用日時　月〜土曜日（祝日は休）
　　　　　午前９時〜午後５時
利 用 料　１日 100 円

い
き
い
き
健
康
教
室

清
水　
裕
美

英 

会 

話

講
師　
西
岡　
宏
美

（7）



　

平
成
の
時
と
と
も
に

　

二
中
地
区
公
民
館
が
創
立
10
周

年
を
迎
え
た
平
成
７
年
に
、
広
報

紙
『
公
民
館
だ
よ
り
』
創
刊
号
が

発
行
さ
れ
ま
し
た
。Ｂ
５
判
４
ペ
ー

ジ
。
紙
面
づ
く
り
か
ら
印
刷
ま
で
す
べ
て

内
製
だ
っ
た
そ
う
で
、
手
作
り
と
い
う
雰

囲
気
を
も
っ
た
も
の
で
し
た
。
名
称
は
、

公
募
な
ど
を
経
て
、
２
号
か
ら
『
や
す
ら

ぎ
』
に
な
り
ま
し
た
。

　
本
紙
は
、
二
中
地
区
に
お
け
る
、
折
々

の
行
事
や
で
き
ご
と
、
町
内
の
話
題
な
ど

を
と
り
あ
げ
、「
平
成
の
時
と
と
も
に
」

24
年
間
、
皆
さ
ん
に
育
て
て
い
た
だ
き
、

広
報
紙
と
し
て
の
役
割
を
果
し
て
き
ま
し

た
。

　
次
号
が
発
行
さ
れ
る
の
は
、
新
し
い
元

号
の
と
き
で
す
。
新
元
号
の
時
代
に
も
、

そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
『
や
す
ら
ぎ
』
と
し

て
、進
化
を
続
け
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

か
な
り
前
か
ら
、
西
暦
表
記
の
も
の

も
多
く
な
り
、
そ
ろ
そ
ろ
元
号
で
な
く

て
も
、
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
。
た

だ
、た
と
え
ば
新
聞
の
コ
ラ
ム
な
ど
で
は
、

「
１
９
８
９
年
～
２
０
１
９
年
を
振
り
返

る
」
よ
り
も
、「
平
成
と
い
う
時
代
を
振

り
返
る
」
の
表
題
の
ほ
う
が
、
し
っ
く
り

く
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
と
思
う
の
で
す

が
…

　
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、「
平

成
」
と
は
、
ど
の
よ
う

な
時
代
だ
っ
た
で
し
ょ
う

か
。 編集部コラム

▲「やすらぎ」のバックナンバーは二中地区公民館ホームページから見ることができます。

【
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
】	

優
勝　
若
松
町

２
位　
木
田
余
・
木
田
余
西
台

３
位　
東
真
鍋

参
加
チ
ー
ム
（
順
不
同
）
真
鍋

四
丁
目
・
真
鍋
六
丁
目
・
真
鍋

新
町
・
木
田
余
東
台

真鍋一丁目
体育部長　山口　哲男

　Ｂブロックは、年齢別リレーを残す
のみ。
　１位は一丁目。２位の五丁目さんと
は１点差。西真鍋さんとも差は僅か。
優勝の行方は、年齢別リレーにかかり
ます。

ピストルが鳴り、リレーがはじまり
ました。
小学生女子から男子にバトンが渡り
ました。
一丁目の順位は…スタートは小学４
年生なので仕方ありません。
ここからの追い上げに期待します。
バトンが第２、第３、第４走者へと
繋がっていきます。
前との差もぐいぐい詰まり、順位も
上がってきました。
いよいよアンカーへバトンが渡りま
した。４位でしょうか。
第１コーナーで１人、第２コーナー
で１人を抜き、２位へ浮上。
そのまま２位でゴール。

　この結果五丁目さんと得点で並びま
した。
　１位の数の差で一丁目の優勝となり
ました。
　表彰式でカップを受け取る小学生も
嬉しそうです。

若松町つばさ会（青年部）
会長　三木　崇行

　平成 30 年市民体育
祭・優勝・若松町 !!
　２年連続優勝のプ
レッシャーにも負けず、
今年も優勝できたこと
嬉しく思っています。
体育祭の数週間前から
子ども達は学校から
帰ってきての夕方、大
人は仕事や家事を済ま
せてからの夜、若松町
公園に集まり各種目ご
とに当日へ向け練習し
ました。
　当日は晴天に恵まれ、
体育部長を中心に高齢
者から子どもまで、一
致団結し夢中になって
応援している姿、参加
している姿はとても楽
しそうでした。今年も
そんなみんなの笑顔が
見られるよう優勝めざ
して頑張りたいと思い
ます。めざせ４連勝 !!

真鍋小学校地区・市民体育祭の結果

平成 30年 10月７日

【
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
】

優
勝　
真
鍋
一
丁
目

２
位　
真
鍋
五
丁
目

３
位　
西
真
鍋

参
加
チ
ー
ム
（
順
不
同
）
真
鍋

二
丁
目
・
真
鍋
三
丁
目
・
東
都

和
・
殿
里
・
新
川
真
鍋
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